

































































































































































































































































































































群変化の撫P正の変化 0 負の変化 計
NV－NV
NV－MV
計
4
11
15
36
17
53
1
2
3
41
30
71
たは直線型）から類似型（または基準型）への変化をさし，負の変化とはその逆の変化を
さしている。また0は変化しなかったことを示している。表3についてサイン検定を行な
った結果，NV－MV群において有意であった。
　NV－NV群の結果が示すように，言語化が付与されないと，単に試行を繰り返すのみ
では反応パターンに変化が生じないことが分る。NV－MV群のように言語化が付与され
ることによって変化が生じることは明らかであろう。
　従来，被験者間の比較（たとえばNV群とMV群の比較）により検討されてきた幼
児の行動変換に及ぼす言語化の促進的効果が一一層明確になったといえよう。
　要　　約
　幼児の両足跳び運動における言語の役割を検討するために2つの実験が行なわれた。実
験1では被験児の認知スタイル（衝動型と熟慮型）と言語化の効果との関連について検討
したが，2つの要因の間に明瞭な関連を見い出すことはできなかった。実験皿では従来の
1試行法では比較が不十分であるとの観点から2試行法で検討し，幼児の両足跳び運動に
及ぼす言語化の促進的効果がより一層明確になった。
　付　　記
　実験に快くご協力下さいました長崎県中央保健所の関係諸氏に感謝の意を表します。
　また，資料の収集にあたってこ’協力下さいました長崎県立女子短期大学の学生諸君及び
長崎大学教育学部教育心理選修の学生諸君にお礼申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　幼児の両足跳び運動における言語の役割（善岡・山村）　　　　　　　　　83
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文　　　　献
1）Kagan，　J．，Rosman，　B．　L，Day，　D．，　Albert，　J＆Philips，　W．19641nformation
　Processing　in　the　child，　Signi　ficance　o　f　analytic　and　reflective　attitudes．　Psychological
Monographs，　General　and　ApPlied，78，1．
2）　Luria，　A．　R．1961　The　role　of　speech　in　the　regulation　of　normal　and　abnormal　be－
havior．　Pergamon　Press．
　3）Meichenbaum，　D．，＆Goodman，　T．1969　The　developmental　control　o　f　oprant
motor　responding　by　verbal　operants．　Journal　o　f　Experimental　Child　Psychology，1969，7，
　553－565．
4）山村小夜子　1981幼児の運動におよぼす言語化の効果　広島大学大学院教育学研究科修土論
文抄　158－160．（末公刊）
5）山村小夜子　1982　3歳其の両足跳び運動における言語の役割（1）　長崎県立女子短期大学
研究紀要　30，9－15．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和58年10月31日受理）
